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（会議経過） 
発 言 者 議 題  ・  発言内容  ・  決定事項 

○事務局 
 
○大髙会長 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
○大髙会長 

 ただいまより、会議を開催させていただきます。 
 初めに、山武中央合併協議会大髙会長よりご挨拶を申し上げます。 
 皆さん、おはようございます。 
 いよいよ春になりまして、若干眠気のさす時期になりましたが、今日 
は合併の議会決議前の法定協にとって最後の山を越える作業になります

ので、よろしくお願いいたします。 
ここで一言コメントさせていただきますが、この新市名を募集で決め

るに当たり、３月９日の時点で我々首長一同はどれが１位であるかを認

識しておりましたのですが、15日、今日の法定協までは伏せておくこと

が正しいと判断いたしまして、世間にはいまだ開票せず、14日の午後か

ら開票し、15日の学識経験者立会いのもとでの確認作業をもってその公

表を始めるというふうに報告・発表しておりました。しかし、現実はそ

うではありませんでした。 
 これを反省いたしまするに、私ども首長が日ごろこういう穏やかな地

域に住んでおりますので、我々も穏やかな気持ちになってしまいまして、

その程度のことは許される情報の封鎖であろうと考えてそうしたんです

が、よくご意見に耳を傾けてみますと、やはりそれは間違いであった。

協議会委員29名のうち、４人はそのことをその場で知っている、残り25
名に連絡してそれを周知することはいとも簡単、時間にして１時間もか

からないことであることを思い起こせば、直ちにそのことを伝えて、そ

してその結果を知らせよと要望している報道各社の方々に、10日の午前

中の時点で発表し、翌日には広く６万1,000人住民に知っていただくこと

こそが、本来首長として判断すべき正しい方法であったと、私は深く反

省し、改めてここでおわびというか、その反省の心を表明するものでご

ざいます。いろいろご助言くださいました方々には厚く御礼を申し上げ

て、会議のご挨拶といたしたいと思います。 
 さて、本日は今申し上げましたように、新市名をこの場で決めていた

だくことになります。その他、予算関係とか合併調印式についての議題

を協議してまいりますが、冒頭に先ほど事務局より話のありました当協

議会への２件の申し入れ事項について、事務局より朗読させますので、

皆様お聞きください。ちょっとそのまま暫時休憩します。 
（休 憩） 

 それでは、着席させていただきます。 
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○事務局 
 
○大髙会長 
 
 
 
 
 
 
 
○大髙会長 
 
○大髙会長 
 
 
 
 
 
 
○大髙会長 
○事務局 
 
 
 
○岩崎室長 
 
○事務局 
 
 
 
○議長 
 
 

 申し入れ２件について、全国地名保存連盟会長からの申し入れを事務

局お願いします。 
 はい、榎本次長。 
 はい…… 

（発言する者あり） 
 では、ちょっと今、副会長２名から申し入れを朗読する必要があるか

どうかという、必要がないのではないか、申し入れを受けたという事実

でよいのではないかという重い発言がございましたので、お諮りいたし

ます。 
 これは申し入れとして受け入れるだけにとどめるべきか、朗読すべき

か、どちらかで皆様のご意見を伺います。朗読すべきと思う方、挙手を

願います。 
（賛成者挙手） 

 朗読不要と思う方、挙手を願います。 
（賛成者挙手） 

 はい、ありがとうございました。 
 それでは、全国地名保存連盟会長村尾次郎さんのお名前で申し入れが

ございました件を報告します。さらに、新市名を考える住民集会から決

議というものが届けられておりますので、皆様にご報告いたします。以

上でとどめます。 
 議題に移ります。議題…… 

（発言する者あり） 
 じゃ、これで進行に回します。はい、どうぞ。 
 はい、ありがとうございました。 
 また本日、千葉県総務部市町村課長武富裕次委員の代理としまして、

千葉県総務部市町村課市町村合併支援室長、岩崎室長にご出席をいただ

いておりますので、ご紹介をさせていただきます。 
 岩崎でございます。どうぞよろしくお願いいたします。 

（拍 手） 
 ありがとうございました。 
 それでは、これより会議に入るわけでございますが、規約第10条第２

項の規定によりまして、大髙会長に議長をお願いいたします。 
 それでは、よろしくお願いいたします。 
 はい。では、議長を務めさせていただきます。 
 報告事項、報告第10号 新市建設計画の千葉県との協議結果について。 
 はい、榎本次長。 
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○事務局 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
○議長 
 
 
 
 
 
 
○議長 
 
 
 
 
 
○事務局 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

 はい、事務局の榎本でございます。それでは、私の方からご説明をい

たします。 
 報告第10号は新市建設計画に係る県との協議結果についてご報告をす

るものでございます。 
 ２ページをお開きください。第２回の法定協議会で決定をされました

新市建設計画をもって、千葉県知事と協議をしたところ、ご覧のとおり

３月10日付をもって異議ない旨の回答をいただいております。 
 内容を読み上げさせていただきますと、平成17年３月１日付け山中合

第11号で協議のありましたこのことについては、異議ありません。 
 なお、第６章に位置付けられた千葉県事業については、計画期間の範

囲内において、着手・推進していくことを申し添えます。というもので

ございます。 
 以上、ご報告を申し上げます。 
 はい、ありがとうございました。申し遅れましたが、本日の出席委員

は28名で、委員の半数以上の出席がありますので、会議は成立しており

ます。 
 ただいま事務局から報告第10号について説明がありましたが、質問等

がございましたら挙手をお願いいたします。その際は所属とお名前をお

願いします。どうぞ。よろしいですか。 
（「異議なし」と呼ぶ者あり） 

 はい、異議なしと認めます。 
 報告第10号 新市建設計画の千葉県との協議結果については、終了と

させていただきます。 
 続きまして、協議第58号 平成16年度山武中央合併協議会補正予算

（第１号）についてを議題とします。 
 事務局より説明をお願いします。はい、榎本次長。 
 それでは、続きまして協議第58号 平成16年度山武中央合併協議会補

正予算（第１号）についてご説明をいたします。 
 ４ページをご覧ください。内容といたしましては、第１条のところに

ございますとおり、既定の歳入歳出予算の総額に歳入歳出それぞれ141
万8,000円を追加し、歳入歳出予算の総額を歳入歳出それぞれ1,042万円

とするというものでございます。 
 具体的には、法定協議会について臨時の法定協議会を開催したこと等

により報酬等に不足が生じましたので、補正をお願いするものでござい

ます。また、任意協議会の方の決算はまだでございますけれども、余剰

が生じることが明らかですので、その分を法定協議会の歳入で補正をす
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○議長 
 
 
 
○議長 
 
 
 
 
 
○議長 
 
 
 
 
○事務局 
 
 
 
 
 
 

るものでございます。 
 歳入については６ページをご覧いただきたいと思います。２款の諸収

入で141万8,000円を見込んでおりますが、これは任意協議会の実質収支

により余る予定の金額を法定協議会の歳入として補正をするものでござ

います。 
 また、歳出につきましては７ページでございますが、１款運営費の中

の１節報酬で29万4,000円、これが臨時の法定協議会分、それから今後予

定しております調印式に係る報酬分ということでございます。また、臨

時の法定協議会等を開催いたしますと、用紙代やコピー代等もかかりま

すので、11節の需用費で38万4,000円、13節委託料で10万円、それから

２款の事業費の中の11節需用費で61万9,000円、役務費で２万1,000円を

見込むものでございます。 
 以上で平成16年度山武中央合併協議会補正予算（第１号）についての

説明を終わらせていただきます。 
 ただいま協議第58号 平成16年度山武中央合併協議会補正予算（第１

号）についての説明がありましたが、質問等ございましたら挙手をお願

いいたします。ございませんか。 
（「異議なし」と呼ぶ者あり） 

 異議なしと認めます。 
 以上で質疑を終了いたします。 
 お諮りいたします。 
 協議第58号 平成16年度山武中央合併協議会補正予算（第１号）につ

いては、原案のとおり決定することにご異議ございませんか。 
（「異議なし」と呼ぶ者あり） 

 異議なしと認めます。 
 よって、協議第58号については原案のとおり決定させていただきます。 
 続きまして、協議第７号－２ 新市の名称についてを議題といたしま

す。 
 事務局、説明願います。はい、榎本次長。 
 それでは、初めにお手元に「山武中央合併協議会 新市の名称募集結

果」という資料がお配りしてあるかと思いますが、こちらをご覧いただ

きたいと思います。 
 募集の方法といたしましては、18歳以上の住民のうち各町村400名を

無作為抽出し、往復はがきによる募集を行ったところでございます。３

月１日発送、３月９日必着ということでございました。 
 募集結果、３月９日到着分ということですけれども、1,600通発送のう



 - 5 - 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
○議長 
 
 
 
 
○並木委員 
 
 
 
 
 
 
○議長 
○古谷(淳)委員 
 

ち15通はあて先不明ということで、送付数が1,585通、応募総数739通の

うち８通を無効とし、731通（210種類）を有効としてございます。 
 町村別に見ますと、成東町が210通、山武町が196通、蓮沼村が157通、

松尾町が177通ということでございました。 
 なお、無効としたものには、名称の記載のないもの、複数の名称を記

載したもの、明らかに新市の名称としてふさわしくないもの等がござい

ました。こちらにつきましては、数の多かったものから順に記載をして

ございます。 
 そして、最後の14、15ページですけれども、３月９日必着ということ

でしたけれども、３月10日以降に来た分がございますので、参考として

記載をしてございます。３月10日到着分ということで66通、３月11日到

着分ということで15通、３月12日５通、３月14日４通ということで、内

容につきましては記載のとおりでございます。 
 なお、こちらの名称の募集結果につきましては、本日８時半から各町

村の学識経験者の皆様にお集まりをいただきまして、内容についてご確

認をいただいたところでございます。 
 また、その後９時から行われました町村長議長会議の中で、８ページ

のところですけれども、提案内容が空欄になっておりますが、応募が一

番多かったということで「山武」、読み方については「さんむ」という

ことで協議会に提案をしようという形になってございます。 
 事務局からは以上でございます。 
 はい。ただいま協議第７号－２ 新市の名称について説明がありまし

たが、確認いたします。 
 提案は漢字で「山武」と書いて、振り仮名は「さんむ」、これが提案

でございます。質問等がございましたら挙手をお願いいたします。 
 はい、どうぞ。 
 山武町の並木です。 
 アンケート調査の結果が出ております。漢字の「山武」、これが圧倒

的に多かったわけですが、読み方が今「さんむ」という提案でしたが、

アンケートの結果を見れば「さんぶ」が圧倒的に多いと、なのになぜ「さ

んむ」なのか。これをアンケートに応募してくれた方々、あるいは住民

の方々に十分説明のできる理由があるのかどうか、その点をお聞きした

いと思います。 
 はい。古谷副会長。 
 はい、松尾の古谷でございます。今、「さんむ」という発音について、

読み方についてというお話でしたが、これは私の方からちょっと説明を
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させていただきますと、それには歴史的な背景があります。と言うのは、

もう皆さん言わずもがなですが、新しい明治が発足し、明治４年に廃藩

置県が行われました。その当時、この地域は松尾藩でありましたので、

一時この地域は松尾県と称されましたが、その後、県の合併がありまし

て、木更津県、千葉県というふうになったわけです。 
 これにおくれること数年、明治11年に郡編制法というものがありまし

て、今まで武射郡(むさごおり)、山辺郡(やまべごおり)、「こおり」とい

う発音をしていたものを「ぐん」とするということがありまして、この

地域は「むさごおり」から「むさぐん」、「やまべごおり」が「やまべ

ぐん」となったわけですが、この武射郡というのは古く古文書には律令

時代に上総の国に11の「こおり」あり、「さと」ありということが書い

てありまして、そのときに武射郡、山辺郡というのが古文書に載ってお

ります。そのときには「むさ」、「さ」ですが「射」という字、物を射

る、それで「むさ」と発音していました。それで、明治11年に郡の編制

法があって、郡は旧名によるということでありましたので、ここの辺が

武射郡、山辺郡という郡になりました。 
 それで、明治22年に町村制が施行されまして、市や町や村ができたん

ですが、それに遅れること２年、明治24年に府県制というものが施行さ

れて、これは法律上にも郡ということになりました。県の下に郡があり、

郡の下に市町村があるという形ができたわけです。それで、この辺はそ

の郡の合併によりまして、明治29年に千葉県下郡配置法という法律がで

きて、山辺郡、武射郡が一緒になり、山武郡とするという法律ができて、

明治30年４月１日から山武郡になったわけです。それが郡という制度が

なじまないということで、大正10年ですか、郡制というものは廃止にな

りまして、地域の名称、いわゆる行政区画の名称としてのみ残りました。 
 昭和の大合併のときに、今、「さんぶ」と言われている山武町さんは、

合併してその郡の名称、「さんむ」町を名乗っております。古く広報等

にも「広報さんむ」、「さんむ」町というふうに記載がしてありまして、

いつごろか、昭和50年あたりから「ぶ」に変わってしまったという経緯

がありまして、歴史上は「さんむ」、いわゆる東京府が置かれることわ

ずか数年で「さんむ」という行政区画が置かれたという歴史的背景があ

ります。108年の歴史を持った重い行政区画の名称「さんむ」ということ

ですから、例えばこれがどうして「さんむ」という発音なんだと、読み

方なんだという住民の説明があった場合には、こういった歴史背景がご

ざいますよということであれば、この新市名選定についての申し入れを

行った、こういった会の趣旨にも十分に沿って、歴史的な背景もあるし、
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○議長 
 
 
○議長 
 
○議長 
 
 
 
 
 
○議長 
 
 
 
○議長 
 
○事務局 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

108年歴史を刻んだ「さんむ」という新しい市名として大変ふさわしい名

称ではないかというふうに私は思い、これを首長議長会議にも提案させ

ていただいて、結果、今回「さんむ」市ということで提案をさせていた

だいたということでございます。 
 はい、ありがとうございました。 
 ほかにご意見ございますか。ご意見ございませんか。 

（「異議なし」と呼ぶ者あり） 
 はい。暫時そのまま休憩いたします。 

（休 憩） 
 休憩を解きます。 
 お諮りいたします。 
 異議なしということで協議を終結し、皆様の挙手によって決めたいと

思います。新市名をまみむめもの「む」、「山武市」とすることに賛成

の諸君の挙手を願います。 
（賛成者挙手） 

 挙手多数。 
 よって、６万1,000人の新市の名称は「山武市」と決定いたしました。

おめでとうございます。 
（拍 手） 

 以上で議事は終了いたしました。 
 ほかに何かございますか、事務局。はい、榎本次長。 
 はい。それでは、その他ということで調印式の関係につきましてご説

明をさせていただきます。 
 資料の９ページでございます。本日、名称の方も決定をいたしまして、

すべての協定項目の協議が終了したということでございます。９ページ

の方に「成東町・山武町・蓮沼村・松尾町合併協定調印式実施要領」と

いうのがございますが、こちらの内容について概略説明をさせていただ

きます。 
 １の主催は成東町・山武町・蓮沼村・松尾町ということでございます。 
 ２の日時でございますが、平成17年３月22日火曜日午後３時からとい

うことでございます。 
 会場は成東町役場の３階の大会議室。 
 出席者でございますが、３町１村の長、それから３町１村の議会議長、

合併協議会委員及び監査委員、３町１村の教育長、合併協議会幹事と、

合計47名ということでございます。 
 また、来賓としまして千葉県知事に出席をお願いしております。代理
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になるかもしれませんけれども、来賓としてお願いしてございます。 
 それから、立会署名者ということで３町１村の議長さんに署名の方を

お願いしたいと思っております。 
 ７の次第ということで、会議の流れにつきましては開式の後、事務局

からこれまでの経過報告を行いまして、その後に合併協定書の調印、そ

れから議長さんによる立会人の署名、それから主催者のあいさつ、来賓

祝辞、閉式という流れでございます。 
 出席者等への配付資料としましては、式次第、協議会の経過、それか

ら合併協定書の写し等でございます。 
 以上で合併協定調印式の内容についての説明を終わらせていただきま

す。 
 極めて順調に本日の協議を終了いたしました。これからこの結果を踏

まえて調印式に臨み、議会の承認を得るわけであります。私の協議会長

としての長期的計画をただいま申し上げますと、「太平洋市」に決まっ

たんだから議会の方も大きな心でひとつ協議事項を承認してくださいと

いう予定をしておりましたが、「山武市」ということで落ちつきどころ

のいい、まことにいい命名ができましたことを、私は会を代表して誇り

に思います。 
 どうもご苦労さまでした。 

（拍 手） 
 会議は終了いたしましたが、まだ時間の余裕がありますので、何かご

意見、ご発言がありましたら許します。どうぞ。 
 今、松尾町長さんから山武の由来について詳しく述べられました。私

も歴史的に見れば「さんむ」ではなかろうかと思いますが、圧倒的にア

ンケートでは「さんぶ」が多かったわけですので、この人たちの意思を

無視することはちょっとどうかなと思って、先ほど発言させていただき

ました。 
 しかし、新市は「さんむ」になりましたけれども、そういう「さんむ」

のいわれをやはり印刷物か何かで書いていただいて、住民に十分納得で

きるような説明をお願いしたいなと、これを要望いたします。 
 はい。ただいまのご要望に対しましては、松尾の古谷先生の学説を文

章にいたしましてお配りするように手配いたしますので、皆様それを十

分に活用していただきたいと思います。 
 ほかに。はい、小川局長。 
 今後の予定でございます。 
 先ほど次長の方からございましたが、合併協定の調印式を22日、火曜
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日でございます、午後３時から成東町役場３階の大会議室で開催する予

定でございます。次に、千葉県知事への合併申請を３月30日水曜日、４

町村長と４町村議会議長によりまして提出する予定でございます。なお、

時間につきましては後日お知らせいたしたいと思います。 
 以上でございます。 
 はい、山武の松下町長、一言どうぞ。 
 はい、山武の松下でございます。本日は山武へようこそおいでくださ

いました。まことにありがとうございます。 
 このまま調印式が22日に済み、そして各議会で議決をいただき、そし

て申請という流れになって、この４町村で新しい市が生まれます。 
 そして、今日は会議もちょっと早目に終わりましたもので、山武町で

元気館がオープンを、この３月25日にグランドオープンする予定でおり

ます。ぜひ委員の皆さんも今日はもしよろしかったら視察をしてお帰り

願えればありがたいなと思います。 
 また、先日は３月６日では蓮沼さんの「オライはすぬま」もオープン

しておりますので、新市の皆さんのものと申しますか、財産でございま

すので、どうぞ山武町、せっかく山武町でございますので、ご覧になっ

てお帰り願えればと思います。 
 以上でございます。 
 ありがとうございました。山武町を会場として、最後ではありません

が会議を開き、しかも山武市と決まったわけですから、元気館の招待券

の100枚や200枚は発行するのが当然であり、また今後行われる祝賀パー

ティーの費用は応分以上の負担をするのが山武の喜びをあらわす方法で

はないかと思って、一言申し添えて本日の会議を終了します。 
 ご苦労さまでした。 

（拍 手） 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

 


